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要 旨 【目的】本研究は，HAL®歩行運動処置（以下：HAL処置）が筋難病患者の歩行能力
及び左右バランスに与える影響を，下肢筋力と単脚支持期およびクレアチンキナーゼ

（以下：CK）値にて評価した．【方法】対象は，初めてHAL処置を実施した筋難病患者14例．
HAL処置前後での下肢筋力と，最大速度歩行と自由速度歩行を分析した．下肢筋力と自由速度
歩行時の単脚支持期については，左右差において低値側と高値側に分けて分析した．またHAL
処置前後のCK値を比較した．対応のあるｔ検定を用いて比較・分析した．【結果】下肢筋力は，
HAL処置後に低値側で有意な増加がみられた．これにより，低値側と高値側の有意差が縮小ま
たは消失した．最大速度歩行時には，ほとんどの測定項目が有意に改善に向かった．一方，自由
速度歩行時には低値側の単脚支持期で有意な増加が見られたが，他の項目は緩やかな改善にとど
まった．CK値は前後で有意に低下した．【考察】HAL®は，低値側の下肢筋力と単脚支持期で有
意な増加をもたらし，最大速度歩行時に歩行能力を向上させた．一方，自由速度歩行時には有意
な増加は示さず，筋への過度な負荷を回避することが示唆された．これらの結果から，従来の運
動療法とは異なり，HAL処置は歩行能力を向上させると同時に，筋への過度な負荷を回避でき
る有望なアプローチであると考える．
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目　　　的

　HAL®（Hybrid Assistive Limb®）医療用下肢タ
イプは，皮膚表面の生体電位として計測された運動
単位電位をリアルタイムに分析し，装着者の運動意
図を推測し，両股関節・膝関節の 4 つの関節トルク

が発生することで，筋に過度な負荷を強いることな
く繰り返し歩行運動を可能とする 1 ）．このHAL®は，
2015年に開発され，安全かつ歩行能力の大幅な改善
が示され 2 ）– 4 ），筋難病 8 疾患に対して医療保険が適
用された．しかし，運動療法の適切性について議
論 5 ） 6 ）がなされる程に，筋難病患者の筋は再生能力
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